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衿 脂 の 白 土 乾 溜.に つ い で｢b-


























































乾溜釜は銅板褒囲埼製で直径 20cm,･深さ 30cm,内容 9.4l,これに試料として桧脂 3kgと活性L1















かつなコロホニウムが溜出すれば,●常然乾都 南の駿東が上昇する故,酸債の測定に圭匪 コロホニウI/ ､
ムの分解程度を推察し得る｡ ′●ヽ
試料 10gをL200cc三角フ′ラス-遠精粋し,酒精 50cc'をカU,～,逆洗冷去隙 を附し,湯浴上で癖騰
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井上 ｡中村 ･西本 :松野の白土乾溜について
L.Tl
d..不飽和液茨イヒ水素量
本乾溜油は解妹としそ活性白車 添加するが,一棟の乾滑油であるから,その生成油中には多量の､ I f5)
不飽和族茨化水索が合有されていると考-られる琴{不飽和族茨化水素を硫酸法によって測定した｡
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ムを使用した場合は 2000'-3000C 溜分が多く;初溜鮎～150oC 溜分は少なからた｡
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一第 17 表
b∴乾溜油及び各溜分の比蚤
雫溜油及び卑溜分の比重は那 6表の棟である｡ 乾離 頼 比革は,松脂を使肝した場合'Kは 0･8?5- '
0･-905のPE･Jr-コ.Fこあり,ヲロボニウムを使月江 た場合は前者より大となった｡
乾溜油の比重は松脂 (比畢 1･017),コ.ロ示-ウ云 (比重 1･079),樹脂油 (比重 0･942-0･952)にl
止して少になった｡これは活性白土の晦媒作用により∴分率紬激 しく行ほれた倉と周､はれるo'てヽ
c.寵溜油及びA溜分の酸償 II











比LT･不砲手喋 化水素量が3伽 増加した｡又溜分別で- 粉 に多く,銅 分はA坤 の÷ 量,










b. 松脂は乾溜温度 2000C 附近にて第1回分解を行った｡この時溜出物及びガスは多占､つた｡乾
溜温度 300bc 附近に於て第2回分解を行った｡この時は溜出物は多いがガス畿生は少なかった｡
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